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1.はじめに 

(1)研究の背景・目的 

都市計画分野において、住民などの都市のイメージ

を把握することは重要である。都市のイメージを把握

する方法としてはアンケート調査が一般的であるが、

従来の SD 法などでは設問が限られているため、多様な

意見を抽出することが難しい。またアンケート調査で

は併せて自由記述欄を設け、自由意見を記入してもら

うことが多いが、これまでは分析観点の恣意性から十

分な検討がされてこなかった。近年、近年言語処理技

術の発達により大規模なテキストデータの定量的な分

析が可能になった。しかし、テキストマイニング手法

による都市イメージの分析方法は、まだその有用性は

明らかになっていない。 

本研究は、アンケート調査の自由記述データを用い

たテキストマイニングによる都市のイメージ分析の有

用性を検証することが目的である。 

(2)既存研究と本研究の位置づけ 

都市のイメージを分析する研究としては数多くある

が、そのなかでも本研究に関連するものは、角野 1)、斉

藤ら 2)の研究がある。自由記述データに対してテキスト

マイニングを用いて分析している研究としては、大塚

ら 3)が水・緑環境に着目して前橋市の都市のイメージ分

析を行った。また長塩ら 4)は個人属性・地区特性と都市

イメージの関係性を分析した。また永野 5)らは自由記述

データとプリコードデータを比較分析して両者の関係

性を把握し、自由記述データの分析方法を検討した。

佐々木ら 6)はブログマイニングから行動データを抽出

し、アンケート調査との比較を行った。さらに佐々木

ら 7)はテキストマイニング手法を用いて、まちづくりの

ワークショップの討議内容の視覚化、把握のための研

究を行った。本研究では自由記述データを定量的に分

析することで、都市イメージの構造を定量的・視覚的

に明らかにし、有用性を検証する。 

 

 

(3)分析仮説 

テキストマイニングを用いた自由記述データからの

都市イメージ分析の有用性を示すため、次の 3 つを分

析仮説とし、それぞれ検証するための分析を行う。1)
自由記述データから抽出された単語が、プリコードデ

ータと関連している。2)プリコードデータでは、設問に

対する評価値が得られるが、テキストデータから都市

イメージ分析を行うことで満足の質が分析できる。3)
自由記述データから、プリコードの評価項目には想定

していなかったキーワードを把握できる。 
 
2.分析方法 

(1)対象地域の設定 

対象地域は群馬県前橋市の利根川左岸の地域とした。

前橋市は「水の郷 100 選」の一つに選ばれており、市

も「水と緑と詩の町」を標榜としている。対象地域に

は利根川、広瀬川、桃の木川を始めとする河川や大正

用水などの用水路が数多く存在することや、前橋公園

や敷島公園などの大規模公園が存在するため、水、緑

環境が都市のイメージに与える影響があると考えた。 

(2)アンケート調査の概要 

アンケート調査の企画概要を表 1 に示した。対象地

域内の 4,000 世帯（抽出率 9.5%）を対象に調査を実施

し、2,118 票を回収した。本分析では自由記述欄に記入

のある 1,614 票をそれぞれ有効票とした。また自由記

述を促す指示文で、「前橋の良い点、好きなところ」と

限定したのは、「良い点」と指定せずに「前橋市のイメ

ージ」を問うことにより、居住者すなわち当事者とし

てはネガティブなイメージに焦点が当たりやすくなる

ことを想定したためである。 

(3)使用する分析手法 

自由記述データなどのテキストデータは、何らかの

方法で客観的・定量的に解析できるように加工する必

要がある。自然言語処理分野では、いくつかの解析手 
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表 1 アンケート企画概要 

調査期間 配布：2008 年 11 月上旬～下旬 
配布：2008 年 12 月～2009 年 2 月 

調査方法 配布：調査員によるポスティング 

回収：郵送回収 

配布世帯数 対象地域 4,000 世帯（抽出率 9.5％）の構成

員 2 票ずつ 

 
1)個人属性（性別年齢、普段利用する交通手

段、職業、家族人数、住宅種類） 

調査内容 
2)生活の質の主観的評価値（20 項目＋総合

評価、5 段階評価：1.満足、2.やや満足、

3.どちらでもない、4.やや不満、5.不満.）

 

3)自由記述「前橋の良い点、好きなところ、

場所などを短い言葉や文で自由に書いて

ください」 

世帯：1,293 世帯(32.3％) 

回収数 個人：2,118 票回収、うち自由記述欄に記入

あり 1,614 票 

法やそのためのソフトウェアが開発されており、本研

究は、形態素解析には技術情報が公開されている KH 

Coder8)を使用することとした。また分析手法はコレス

ポンデンス分析、共起ネットワーク分析を用いる。こ

れらはそれぞれ 4、5 章で説明する。 

(4)コーディングルールの作成 

自由記述データは、すべてのサンプルが同じ表現方

法で文章を記述していることは考えられない。よって

同じ意味の表現などを一つのコードとしてまとめる必

要がある。今回は以下の点に従ってコーディングルー

ルを作成した。 

a.「みどり」や「緑」など、同じ意味で表記の仕方が異

なるものに同一のコードを与えた。 

b.「多い」や「たくさん」など同じ意味でも表現が異な

るものに同一のコードを与えた。 

c.固有名詞について、「覚満渕」、「臨江閣」などは「覚」、

「満」、「臨」などというように単語が分解されたた

め、それらには固有名詞のコードを与えた。 

コーディングルールの作成に再現性を持たせるため、

類義語は類義辞典（シソーラス）9）を参考にしてまとめ

た。また、調査票から実際の単語の使われ方を確認し、

それぞれ単語の意味を決定してルールを作成した。 

 
3.語の出現頻度の基礎集計  

アンケート調査で得られた自由記述データに形態素解

析を行った。最頻出 50 語とその出現数を表 2 に示す。

表 2 自由記述データ最頻出 50 語 

抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数

多い 408 思う 142 医療  69 
良い 402 自然 137 便利  68 
公園 389 好き 127 環境  67 
緑 320 広瀬川 116 川  66 
無い 290 利根川  89 薔薇  63 
する 289 場所  88 赤城山  62 
ある 277 比較的  84 なる  62 
敷島 229 県庁  83 周辺  60 
少ない 217 落着き  83 生活  58 
近辺 214 見る  83 地域  58 
水 181 とても  82 景色  58 
前橋 171 おいしい  80 都市  53 
災害 168 道路  80 車  52 
住む 162 山  79 空気  51 
街 149 恵まれる  77 特に  50 
易い 146 きれい  73 楽しい  50 
静か 144 出来る  70 以上 50 語 

 
4.プリコードデータと自由記述データの関係の分析 

(1)分析方法 

一つ目の仮説を検証するための分析を行う。アンケ

ートの設問の 5 段階評価値と、テキストデータから抽

出した単語の出現数の関係をクロス集計したものにコ

レスポンデンス分析を行い、設問の 5 段階評価値と自

由記述データの抽出語の対応関係を示す。この分析で

は関連の高い語同士は近くにプロットされるが、この

距離は相対的なものである。そのためこの分析のみで

は距離が遠い、近いという判別に客観性がない。そこ

でコレスポンデンス分析の結果にクラスター分析を行

い、同じクラスターに所属するならば距離が近く、単

語同士の関連性があるとした。 
(2)分析結果 

この分析で使用した単語は、自由記述データの最頻

出 50 語である。アンケートの設問項目「身近な緑に恵

まれている」についての分析結果を図 1 に示す。図 1

中の緑色の枠は 11のクラスターに分類した場合であり、

青色の枠は 5 つのクラスターに分類した場合である。

また、この設問の 5 段階評価値の平均値は 2.083（数値

の小さい方が高い評価）であり、やや満足していると

いう評価であった。 
11 のクラスターに分類した結果では、「満足」付近に

は「空気」「とても」がプロットされた。「やや満足」

付近には「住む」「生活」「水」「薔薇」「おいしい」「比 
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図 1 コレスポンデンス分析結果（身近な緑に恵まれている） 

 
較的」がプロットされた。「どちらでもない」付近には

「落着き」「易い」「出来る」「県庁」がプロットされた。

「やや不満」近くには「無い」「なる」「前橋」「思う」

「道路」「特に」がプロットされた。「不満」付近には

何もプロットされなかった。 
「満足」～「不満」のいずれにも、「身近な緑に恵ま

れている」という設問に合致する単語はプロットされ

なかった。11 のクラスターに分類した結果では、設問

の 5 段階評価値と自由記述データの抽出語の明確な対

応関係を示すことができなかった。 
5 つのクラスターに分類した結果では、「満足」が含

まれる満足クラスター、「やや満足」が含まれるやや満

足クラスター、どちらでもないクラスター、「やや不満」

「不満」が含まれる不満クラスター、その他のクラス

ターの 5 つのクラスターに分類することができた。デ

ンドログラムをより長い距離で切ることで、プロット

されたより多くの単語が、満足から不満のどの評価に

関連があるかどうかを分析する。 
満足クラスターには「山」「空気」「とても」「きれ

い」「緑」「恵まれる」「自然」が所属している。やや満

足クラスターには「住む」「生活」「水」「薔薇」「おい

しい」「比較的」「良い」「環境」「近辺」「多い」「川」

「公園」「便利」「町」「敷島」が所属している。どちら

でもないクラスターには「出来る」「県庁」「易い」「落

ち着き」「広瀬川」「周辺」「する」「周辺」「ある」「好

き」「災害」「医療」「場所」「都市」「利根川」「赤城

山」「少ない」「静か」が所属している。不満クラスタ

ーには「無い」「なる」「前橋」「思う」「道路」「特に」

が所属している。 
5 つのクラスターに分類した結果では、自然環境、生

活環境に関するキーワードが満足、やや満足と関連し

ていることが明らかになった。 
 
5.評価項目に対する満足の質の分析 

(1)分析方法 

二つ目の仮説を検証するための分析を行う。プリコ

ードデータのみの分析では設問に対する評価値を示す

ことはできるが、どのように良いのかという点につい

てはわからない。この分析では、テキストデータ用い

ることで、5 段階評価値の満足の質が分析可能か検討す

る。共起ネットワークにより単語間のつながりやパタ

ーンを明らかにする。次に、コレスポンデンス分析と

の結果と比較し、「満足」～「不満」付近にプロットさ

れた単語がどのように形容されているかを分析する。 
(2)語の共起関係の算出 

アンケート調査で得られた自由記述データから共起

ネットワークを作成し、各単語の共起関係を算出する。

共起関係の大きさには 係数を用いた。

係数とは、語 と語 の共起関係を示し、大きいほど

つながりが強いことを示す。 は語 と語

の共起確率を表し、 は語 と語 のいずれ

かが出現する確率を表す。語 と語 の 係数

は式(1)で与えられる。 

 (1) 

(3)共起ネットワーク分析 

アンケートの自由記述データから、単語の共起関係

を把握するため、つながりの強い語を結び、視覚的に

表現する共起ネットワーク分析を行う。単語は頻出 200

語を分析対象とし、 係数 0.15 以上の共起ネット

ワークを示したものが図 2 である。この分析により、

次のような語の共起関係が強いことがわかった。 

「敷島公園」、「緑が多い」、「災害（が）少ない」、「物

価（が）安い」、「住む（住み）易い」、「水（が）おい

しい」、「風（が）強い」、「台風・地震・水害」、商業施

設である「けやき（ケヤキ）ウォーク」、「けやき（の）

街路樹」、「広瀬川畔」、「上毛三山」、「公共施設（が）

充実」、「桃の木川（の）サイクリングロード」などで

ある。 
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図 2 共起ネットワーク( 係数 1.5 以上) 

表 3 名詞の形容のしかた( 係数 1.0 以上) 

名詞 形容詞 係数 

災害 少ない 0.528 
物価 安い 0.522 
緑 多い 0.397 
水 おいしい 0.396 
風 強い 0.350 
建物 高い 0.200 
空気 きれい 0.148 
便 悪い 0.143 
地震 少ない 0.132 
交通 悪い 0.131 
道路 広い 0.117 
山 美しい 0.109 
四季 楽しい 0.107 
野菜 安い 0.106 
生活 易い 0.103 

 

(4)名詞の形容のしかた 

名詞と形容詞のみで共起関係を算出し、名詞がどの

ように形容されているかを表 3 に示した。ここでは、4

章のコレスポンデンス分析の満足、やや満足クラスタ

ーに所属する単語についてみる。コレスポンデンス分

析で満足という評価には「緑」「空気」「山」が関係し

ていた。表 3 をみると、その満足の質は「緑（が）多

い」、「空気（が）きれい」、「山（が）美しい」と形容

されている。やや満足という評価には「生活」「水」が

関係しており、その満足の質は「生活（が）し易い」、

「水（が）おいしい」形容されている。 

6.まとめ 

(1)本研究のまとめ 

4 章のコレスポンデンス分析では「満足」、「やや満足」

付近に自然環境に関する単語が出現しており、身近な

緑に恵まれていることの満足度と評価が一致している

と考えられる。すなわち、プリコードデータと自由記

述データには関係性があり、自由記述データはプリコ

ードデータで得られる結果の一部分を示していると考

えられる。5 章では共起ネットワーク分析を用い、プリ

コード設問の満足さ、やや満足さに対する満足の質を

示すことができたと考えられる。 

(2)今後の課題  

本研究では自由記述データをプリコードデータと比

較し、プリコードデータによる分析の結果の解釈の補

助として、その有用性を見いだせた。今後は、自由記

述データからより多くの定量的な情報を得られるかど

うかを検討することが今後の課題である。 
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